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 日々進むトイレの水洗化、 

  し尿処理の歴史（その３） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ２月（如月）の行事予定   

  
 
２日（木) 19:00～ 安全安心部会     神郷公民館  
６日（月）19:00～ 健全育成部会      〃 
７日（火）19:00～ 老人会長会       〃 
     13:30～ タイムスリップコンサート 〃 
８日（水）10:00～ 乳幼児期家庭づくり講座  〃 
11日（土）10:00～ 子ども教室     小学校体育館 
14日（火）19:00～ 地区連絡会議    神郷公民館  

 15日（水）19:00～ 民児協定例会         〃 
 24日（金）19:30～ 連合自治会長会     〃 
 25日（土）10:00～ 子ども教室     小学校体育館 

28日（火）19:30～ 少年補導定例会   神郷公民館 
          

し尿は、大正期に至るまで、田畑の地力を維持するうえ

で無くてはならない安価な肥料として農業に利用されてき

たが、昭和の時代になると、し尿を肥料として農業に利用

する資源循環システムが次第に行き詰まることとなった。

その背景としては、急激な人口の増加、工業化に伴う農村

から都市への人口の流入と農業労働力の減少、郊外農地の

減少による需給バランスの崩れ、化学肥料の普及などがあ

げられる。 

特に、戦後になると、都市部でのし尿の無秩序な投棄な

どによる環境汚染、伝染病などによる健康被害が顕著化し

始めた。そこで、し尿の衛生処理が緊急の課題となった国

においては、昭和29年に「清掃法」を制定し、し尿処理の

ための法制度や財政対策の整備をすすめた。 

この地方においては、し尿のくみ取りは、農家と非農家

のケースバイケースで行われていたが、昭和12年の市制施

行後も同様の状態が続き、田畑の一隅には、いたるところ

に溜壺があった。行政に、し尿対策が登場してきたのは戦

後である。戦後の復興期に入り化学肥料が増産されるよう

になったのと、また、一般衛生が普及して、し尿は寄生虫

の発生源であるとして次第に敬遠され、農家のくみ取りが

少なくなったことによることが原因である。そこで、新居

浜市では、し尿くみ取りは市の直営と業者委託方式で行

い、処理は溜壺の活用と海上投棄の方策によりしのいでい

たが、国から「し尿浄化施設」を設置するよう指導があ

り、市はこれを受けて、昭和37年、処理能力一日54キロリ

ットルの施設（所在地は阿島二丁目20番5号）を建設し操業

を開始した。その後、昭和46年に人口増加の問題から一日

63キロリットルの増設工事をし、合計日量117キロリットル

が処理できるようになった。 

しかしさらに、世帯の増加、人口の増加などによるし尿

の総量は増加をたどるばかりで、海上投棄の増量の必要が

生じたのであるが、昭和48年に瀬戸内海への投棄が全面禁

止となった。そのようなことから、やむをえず、再び日量

40キロリットルの増設工事をし、昭和50年に完成したので

あった。そして、経年に伴う施設全体の老朽化に対応し

て、昭和62年に３ヶ年継続事業でスクラップアンドビルド

工法により施設を全面的に更新した。 

 

トイレの水洗化を大きな目標・ 

目的の一つとしている公共下 

水道については、昭和３５年 

に事業に着手し、生活環境の 

改善、公衆衛生の向上などを 

目標に順次準備が進められている。 

なお、県下では「瀬戸内海や 

宇和海などの豊かで美しい自然 

環境の保全」をキャッチフレーズ 

に新居浜市含む１１市６町で 

公共下水道の整備が進められており、現在、１７の市町で

供用が開始されている。 

 

 

 

  

 

 
 

●市営住宅入居者募集（申込み）● 

 市営住宅への入居者を次のとおり募集します。 

■配布期間 

令和５年２月１日（水）～令和５年２月２０日（月） 

■申込期間 

令和５年２月６日（月）～令和５年２月２０日（月） 

  ※窓口でしか申込できません（郵送、メール不可）。 

■募集団地 

①南小松原、②桜木、③高津、④城下、⑤新田、⑥新田第二、

⑦北新町、⑧西の土居、⑨新須賀、⑩泉宮第二、⑪西原、⑫治

良丸南、⑬治良丸、⑭横山南、⑮横山北、⑯松原 

 ※詳細は館内掲示物、新居浜市営住宅管理グループホーム 

ページ、市政だより、新居浜市営住宅管理グループで配布

している、市営住宅入居者募集要領をご確認ください。 

■申込条件：市営住宅入居者募集要領にてご確認ください。 

■問合せ・申込先：新居浜市営住宅管理グループ 

〒792-0025 新居浜市一宮町一丁目６番３７号横山ビル１階 

         ☎0897-47-5218 

令和４年度乳幼児期家庭づくり講座報告＆予定 

 

 

    
 

 日にち 講座名 講師 

１  5月 野菜植え 
まちづくり委員会 

環境美化部 

２  〃 じゃがいもほり  

３ ６月 盆踊り 伊藤久紀 

４ ７月 折り染め 
まちづくり委員会 

健全育成部 

５ 〃 団扇作り 〃 

6 １０月 お手玉遊び お手玉クラブ 

７ １１月 サツマイモほり 
まちづくり委員会 

環境美化部 

８ １２月 新居浜元気体操 近田浩 

９  〃 花の寄せ植え 
まちづくり委員会 

環境美化部 

10  〃 凧作り 高橋清昭 

11 〃 餅つき 
まちづくり委員会 

 

12 1月 墨流し 
まちづくり委員会 

健全育成部 

13 2月 朗読とピアノ 
梅屋サム 

藤田まゆみ 

 
今年度も地域の皆様のおかげで貴重な体験

ができました。ありがとうございました 

 

 

 

 

 

大きくなーれ 野菜植え 

太鼓に合わせて踊ったよ 

世界に一つだけの染物できた 

 


